
5.4 ：マクロ静止観測における画像の非対称性の検証結果

床面にセロハンテープ等でスマートフォン（高倍率観測装置）を完全に固定し、

画角の物理的ブレを極限まで排除した環境を構築する。この状態で、「点灯（観測中）」

「消灯（暗転環境による描画一時停止）」「再点灯（再観測）」のプロセスを行い、

消灯前後の静止画データをピクセル（ビット情報）レベルで比較する。

物理主義的パラダイムにおいては、装置が完全に固定されているならば、出力される画像は

理論上100%同一（対称）であるべきである。しかし実際の観測においては、極小（マクロ）レベルの

ノイズパターンや光電素子のキャッチする情報に必ず微小な「差異（非対称性）」が生じる。

本理論においてこの現象は以下のように解釈される。

1 消灯時（暗転）：当該エリアの光子（アクセスキー）が途絶えたため、システムは

計算資源を節約すべく、セロハンテープ接着面や床の微細な分子構造の

グラフィック描画を一時停止（キャッシュ化）し、波動関数の確率の波へと差し戻す。

2 再点灯時：再び光子が空間を満たした瞬間、システムは式2（レンダリング関数）を

再実行し、確率データを2乗して実体化（ポップイン）させる。この際、量子力学的な

確率の揺らぎが再計算されるため、完全に同一の座標ではなく、微小なドットの

ズレやノイズの差として、再描画の足跡が画像データに刻まれる。

この実験結果は、世界が静的に固定された「物質の連続体」ではなく、

光のスイッチをトリガーとしてその都度バックグラウンドで動的に再計算されている

情報構造体であることの極めて強力な傍証となる。

上記の症状は、写真撮影の「ピントのズレ」や「手ブレ」現象と同様である。

このモデルにおいて、部屋の電気を消す（光源を遮断する）ということは、



宇宙というシステムに対して「この空間の描画データの一時停止（メモリへ退避）」という

命令を下したことになる。そして、再び電気をつけた（再点灯した）瞬間、宇宙の

レンダリングエンジンは「再度、空間を0から描き直す（レンダリングする）」為に、

膨大なデータボックスを急ピッチで展開し始める。

1. 「ピントがズレる（座標の引きつれ）」の正体

電気を消している間、その空間の物質（分子・原子）は観測を失い、波の性質（データボックスの状態）

に戻っている。再点灯の瞬間、宇宙はそれらを一斉に「実体化（ドットとして固定）」させるが、

この展開プロセスには膨大な演算（計算）が必要である。

このとき、宇宙の計算リソースの限界によって「演算ラグ（処理遅延）」が発生する。

これが、論文内で定義した「重力＝演算ラグ(演算処理に起因して生じる遅延)に起因する空間グリッド

の引きつれ(空間の縮み)」である。空間の基準となるグリッド（座標）が一瞬だけ引きつる(縮む)ため、

カメラのイメージセンサーに到達する光子の位置がピクセル単位で数ミクロンだけ変化する。

これが人間の目には「ピントの微小なズレ」や「画像のブレ」として観測される理由である。

※光の速さ(情報が伝わる最高速度)は、どこから見ても常に一定でなければならない為、

　 重力=データ密度(負荷)が重い場所では、時間が伸び空間が縮まる。

2. なぜ「完全に同じ座標」に戻らないのか？

電気をパッと消して、もう一度点けたとき、新しく発生した光子の群れは、消灯前とは「完全に違う位置、

違う角度」から空間の物質に衝突する。物質（周囲の壁や床など）は、光子に衝突されて初めて

「そこに固定（実体化）」される。しかし、再点灯後に衝突してくる光子の角度（視点）が消灯前と

わずかにズレているため、宇宙システムは「新しい視点（光子のデータボックス）に合わせて、

物質の輪郭や座標を再計算（レンダリング）」しなければならなくなる。

宇宙の演算エンジンが、新しい光子の視点に合わせて空間を再計算する際、

システム内の最小計算単位（プランク長）による「四捨五入（丸め誤差）」が発生する。

大量の光子がそれぞれ異なる「視点（データボックス）」を持ち、それらが一斉にマクロな物質を

レンダリングするため、計算結果の最終的な座標が、消灯前と比べてピクセル（画素）レベルで

数ミクロン〜数十ミクロン単位の「引きつれ（ズレ）」として確定してしまうのである。

消灯前と再点灯後で画像（ピント）が完全に一致しないのは、新しく発生した大量の光子に

よって、宇宙システムが空間をレンダリングする際の『基準となる視点（データボックスの角度）』が

ガラリと変わってしまい、計算の帳尻合わせ（丸め誤差）の位置がズレたからである。
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1. 研究の背景と目的（Background & Objective）

現代物理学（一般相対性理論と量子力学）における最大の未解決問題は、

「重力の量子化」および「観測による波動関数の収縮メカニズム」である。

本提案は、時空間を「連続体」ではなく、有限の演算リソースによって駆動される

「離散的な情報処理システム（デジタル・シミュレーション環境）」と仮定する

新パラダイム『光データボックス理論』に基づくものである。

本理論では、物質の「質量」や「観測の確定」を、宇宙システムにおける局所的な

レンダリング(描画)負荷および演算ラグとして再定義する。本実験の目的は、

完全に制御された暗室環境において光をON/OFF（情報の遮断と一斉デコード）した際、

宇宙システムの「処理落ち」が引き起こす「時空グリッドの微小な引きつれ

(座標の丸め誤差)」を、光学センサーを用いて統計的に実証することである。

2. 理論的予測：なぜ座標がズレるのか？（Theoretical Prediction）

光データボックスの初期化：

電気の消灯時、空間の量子データは「非描画状態(メモリへのキャッシュ退避)」となる。

再点灯の瞬間、蛍光灯から数兆個の光子（＝ミクロな観測カメラ・視点）が

ランダムな初期シード値から一斉に放出され、マクロな物質を再レンダリングする。

演算ラグと空間の引きつれ： 

空間を一斉に再描画する際、システム内の演算リソースの限界から、局所的な

「演算ラグ」が発生する。アインシュタインの時空の歪み(重力)の本質はこの演算ラグ

であり、システムは光速一定の原則を守るため、「空間の格子（グリッド）を縮め、

時間を引き延ばす」ことで帳尻を合わせる。

非対称性と丸め誤差の定着

再点灯ごとに光子の入射角(視点)が微視的に変化するため、宇宙システムが空間を

再計算する際の「浮動小数点演算の丸め誤差（プランク長レベル）」の位置がズレる。

これが、光学センサー上では「ミリ未満の物理的な座標ズレ(ピント・ノイズ配置の



非対称性)」としてマクロに定着する。

3. 実験デザインと検証手順（Experimental Setup）

大学の研究室が保有する既存の精密光学測定バリデーションの設備だけで、

今すぐ追試可能な設計となっている。

【実験配置】

環境： 外部の振動、熱、電磁気ノイズを100%遮断した暗室内の「アクティブ除振台」の上

測定デバイス：固定された高解像度・冷却CMOSイメージセンサー

　　　　　　（ピクセルサイズ数ミクロン以下）。

光源： 外部から電子的にON/OFFおよび光量を制御可能な

　　　パルスレーザー光源、または超高安定性LED光源。

【測定プロトコル】

ステップ1（消灯・初期化）： 

光源を完全に遮断し、CMOSセンサーを「完全なダーク状態（暗電流ノイズ測定）」に置く。

ステップ2（点灯・再レンダリング）：

光源をパルス点灯させ、センサー面で「光データボックスの再展開」を

発生させ、画像をキャプチャする。

ステップ3（反復）：

このON/OFFサイクルを環境変化がない極小時間内に数千回〜数万回反復し、

各フレームのピクセルデータを蓄積する。

4. 統計的評価基準（Statistical Validation）

従来の光学バグ（機器の熱ノイズやマクロな手ブレ）であれば、画像のズレやノイズの分布は

「ガウス分布（完全なランダム）」に従い、対称性を持つ。しかし、本理論が予言する

「宇宙システムの描画バグ」が実在する場合、光のON/OFFの境界において統計的な

非対称性（座標の引きつれ）が検出される。

検証手法：

消灯直前と再点灯直後のフレーム間における、特定ピクセル群のエッジ座標シフト、

およびダークノイズパターンの空間相関を解析。



統計的有意性の定義：

ウェルチのt検定（Welch's t-test）およびコルモゴロフ-スミルノフ検定（K-S検定）を用い、

多重比較による偽陽性を防ぐためボンフェローニ補正（Bonferroni correction）を適用。

その上で、

を満たす明確な空間的アノマリー（非対称的な座標ズレ）が確認された場合、

本理論の「空間グリッドの引きつれ」が実証されたものと判定する。

5. 本研究がもたらすインパクト（Expected Impact）

本実験が有意な非対称性を検出した場合、

以下のノーベル賞級のブレイクスルーが即座に発生する。

一般相対性理論と量子力学の統一：

重力を「力」ではなく「演算ラグによる空間のシワ」として情報科学的に統合する。

シミュレーション宇宙論の実証：

宇宙がデジタルな離散システムであることの動かぬ物証となる。

次世代量子情報工学への応用：

宇宙の描画アルゴリズム（丸め誤差）をハッキングすることで、

エネルギー非消費型の新しい座標移動技術や情報通信の基礎となる。

有意水準 𝑝 < 0.01


